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       銅・銅合金は受入が出荷上回る 

   アルミ除き月末在庫が増加 
非鉄金属リサイクル全国連合会 

6月非鉄金属原料取扱量 

非鉄金属リサイクル全国連合会（六車龍

三会長）がこのほど発表した2018年6月の

非鉄金属原料取扱統計によると、銅と銅合

金はともに受入が出荷を上回り、発生が

あったことをうかがわせた。 

銅の受入数量は前年同月比11.8％増の1

万2,037.5ト ン、出 荷 は 同9.1％ 増 の1万

1,489.8ト ン。月 末 在 庫 は4.5％ 減 の

8,635.1トンで、月初から793.3トン増加

した。 

銅合金の受入は4.1％増の7,113.4トン、

出荷は2.6％増の7,064.7トンでいずれもプ

ラス転換。月末在庫は2.6％増の6,726.7ト

ンで、月初より99.7トン増加した。 

アルミニウムは、出荷が受入を上回っ

た。受入は3.7％増の7,394.5トン、出荷は

6.3％増の7,685.1トン。月末在庫は16.7％

増加し2,861.1トンで、月初に比べ244.7ト

ン減少した。 

その他（被覆銅線、銅・銅合金滓、鉛、亜鉛、ステ

ンレス、錫、特殊合金等、銅分50％以下のもの等）

は、受入・出荷とも前年同月比で大幅なマイナスとな

る中、受入が出荷を上回った。受入は8,328.7トンで、

前年同月比29.0％減、出荷は7,321.4トンで36.0％減少

した。月末在庫は3.7％増の6,040.8トンで、月初から

659.5トン増加した。 

6月の電気銅建値平均価格は81万円で、前月比1万

2,200円上昇。電気亜鉛建値平均価格は38万9,000円で

同4,500円上昇。電気鉛建値平均価格は、前月比1万

4,000円上昇し33万3,000円。 

品目 月初在庫 月間受入 月間出荷 月末在庫

7,841.8 12,037.5 11,489.8 8,635.1

▲9.0 11.8 9.1 ▲4.5

6,627.0 7,113.4 7,064.7 6,726.7

0.0 4.1 2.6 2.6

3,105.8 7,394.5 7,685.1 2,861.1

25.2 3.7 6.3 16.7

5,381.3 8,328.7 7,321.4 6,040.8

▲11.8 ▲29.0 ▲36.0 3.7

18年6月非鉄金属原料取扱状況（単位：トン）

銅

銅合金

アルミニウム

その他

下段は前年同月比（％）、▲はマイナス
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YKK AP（堀秀充社長）は、インドネ

シアに窓の研究開発拠点として「YKK 

AP R&Dセンター（インドネシア）」を

開設した。同国タンゲラン県にある

「YKK APインドネシア」内の建屋を研

究開発施設へと改装するとともに、実

証実験用の施設として「実験棟」を新

たに建設した。年間を通じて湿度と気

温が高い同国の居住環境の改善に役立

てるのが目的。 

活 動 内 容 は、◇蒸 暑 地 域 の 気 候 風

土・建築事情・基準等の調査◇蒸暑地

域の建築物に適した省エネ構法・開口

部の調査・研究◇自然エネルギーを取

り込んだ「パッシブデザイン」研究◇

需要の創造に向けた市場調査、商品の

調査・研究・開発――。 

インドネシアのYKK AP R&Dセンターは、富山県・

ドイツに続き世界で3か所目の研究開発拠点。東南ア

ジアを中心とした蒸暑地域の気候風土・建築に適した

開口部の開発や、最低限のエネルギーで快適な住環境

を設計するためのパッシブデザインを研究し、近年の

温暖化が進む世界の人々の社会課題に提案できる窓を

グローバルな視点で研究開発する。 

YKK APは、インドネシアに同社初の海外アルミ建

材一貫生産工場を1986年に設立し、事業展開を行って

いる。 

  3か所目の窓研究開発拠点 

     インドネシアに開設 
YKK AP 

3か所目の窓研究開発拠点を開設 

 

2018年8月1日 付 けLMEの プ レス リ リ ー ス に よ る

と、LMEは市場参加者のフィードバックを基に2017

年9月に発行したStrategic Pathwayを進めるために一

部の規則変更及び新商品等を提案、そのためのコンサ

ルテーションを開始したことを発表した。提案された

内容には、2019年1月から熱延コイル（北米、北欧、

FOB中国）、アルミニウム新地金プレミアム（米国、

欧州）、アルミナ、コバルト、モリブデンといった計

8つの差金決済商品の新規上場、貴金属取引プラット

フォームLME Preciousのオプション取引を2018年末

に導入、新規メンバーシップカテゴリーにRegistered 

Intermediating Broker（RIB）を追加、ニッケル3か月

先物の清算値を電子取引であるLMEセレクトの取引に

よって決めるトライアルを2019年第1四半期に実施す

ることを挙げた。LME Clear CEOのAdrian Farnham

氏は、市場参加者の要望により今回のニッケル3か月

先物清算値電子決定のトライアル実施に至ったとし、

トライアルによって電子取引及びリングベースの価格

決定機能の相対的有効性を適切に評価することができ

ると述べている。LMEはこれらの提案に対する意見を

2018年9月28日まで受け付けている。 

英：LME、新規商品上場、電子取引

での清算値決定といった提案に対す

るコンサルテーションを実施 
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チタン2社19年3月期第1四半期決算 
 

チタン大手2社は、2019年3月期第1四半期連結決算

を発表した。東邦チタニウムが増収増益、大阪チタニ

ウムテクノロジーズは、製品の出荷時期ずれに伴い減

収、また大阪北部地震で特別損失を計上し、最終損失

となった。 

三菱マテリアル（小野直樹社長）は、10月1日付で

新部門「高機能製品カンパニー」を社内に設置する方

針を決めた。 

現在、金属事業カンパニー内にある銅加工事業部、

電子材料事業カンパニー、アルミ事業室を統合し、高

機能製品カンパニーに移す。高機能製品カンパニーに

は、企画管理部と事業戦略部、品質保証部を設け、6

部体制とする。銅加工事業部には、銅加工部と営業部

を統括。電子材料カンパニーから改組される電子事業

材料部は、機能材料部、電子デバイス部、多結晶シリ

コン部、営業部を統括する。 

同社は組織変更に伴い、10月1日付で幹部職を中心

に人事異動を行う予定。 

組織変更の結果、金属事業カンパニーは、製錬事業

部と資源事業部の2部体制となる。同社は、プロジェ

クト型事業を手掛ける各部門を1つのカンパニーに集

約することで、各事業の効率的展開を図る考えだ。 

  金属事業から加工部門独立 

 「高機能製品カンパニー」新設 
三菱マテリアル 

　　　　　　　　　　　（単位：億円）

105.02

16.5

11.29

25.4

13.87

62.3

9.76

74.7

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

下段は前年同期比（％）

東邦チタニウム

　　　　　　　　　　　（単位：億円）

71.86

▲19.8

0.01

▲99.2

4.42

68.6

▲0.06

－

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

下段は前年同期比（％）、▲はマイナス

大阪チタニウムテクノロジーズ
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TANAKAホールディングスは、傘下の田中貴金属グ

ループの湘南工場で、工場勤務の従業員とその家族を

対象とした家族職場見学会を実施した。同工場での見

学会は、子供たちの夏休みに合わせて2012年より実施

しており、今年で7回目。 

見学会には小学1年生～5年生の児童9人と保護者7人

の計 16 名が参加した。 

見学会当日は、日常生活の様々な場面で活躍する貴

金属の役割、貴金属の精製・リサイクルについての説

明が行われた。実験を取り入れた工場見学、燃料電池

自動車への乗車等、盛りだくさんの日程が用意され

た。 

工場見学では、金のリサイクル工程など参加者の家

族が働く職場を回りながら、参加者は髪の毛よりも細

い金線や銀線を実際に触ってみる体験や、メモリに使

われている金線を観察。また、今年7月に新棟が竣工

し、生産能力が増強された燃料電池用電極触媒の開発

センター内での実験、金の地金（インゴット）を手に

とって、手触りや重さを体感する体験会も行われた。 

子供達からは、「金が簡単に曲がるのが面白かっ

た」といった職場見学会の感想の他、「いつも家族の

ために頑張ってくれていると思った」等の感想が寄せ

られた。 

同社は、「従業員の子供達に父親、母親の職場を見

せ、職場の雰囲気を体感してもらうことで、家族の絆

を深めてもらうとともに、従業員の家族に自分の家族

が働く姿や職場を見てもらうことで、会社への安心感

を深めてもらいたい」と意義を強調した。 

2018年8月2日 付 け 地 元 紙 に よ る と、Nexa Re-

sources社は、2017年における同社の亜鉛生産の約

50％を占めたCerro Lindo亜鉛鉱山（Ica州）における

生産量が、品位や処理量の低下により減少傾向にある

ことへの対応策として、新たな坑道の開削などに取り

組んでおり、2018年下半期には増産を実現できる見通

しを示した。また、新たな鉱体の確認を目的として

17,122m、ま た 資源 の 再 分類 や確 認 を 目 的と し て

10,842mのダイヤモンドボーリングを実施したことを

明らかにした。 

さらにNexa Resources社は、長期的な成長には新

規エリアの探鉱が不可欠であるとの考えのもと、

Cerro Lindo亜鉛鉱山のTopara Norteエリアでダイヤ

モンドボーリングの試錐座20か所を設置することで

2018年5月にChavinコミュニティと合意形成し、許認

可を取得したことから、8月初頭からボーリング調査

を開始する計画を明らかにした。 

他方、2018年7月には新たなズリ堆積場の建設許可

も取得しており、9.4mUS$を投資して堆積場を建設

し、2019年第1四半期には利用が開始される計画であ

る 一 方、海 水 淡 水 化 プ ラ ン ト の ダ ク ト 交 換 に

11.8mUS$を投資する計画を明らかにした。新規のダ

クトは2018年第2四半期に購入し、2018年末に到着す

る予定である。 

 職場の雰囲気を体感 

   家族職場見学会を開催 
TANAKA HD 

光ファイバテープ心線用被覆除去器 RS03 

ペルー：Nexa Resources社、

Cerro Lindo亜鉛鉱山における新た

な探鉱許認可を取得 
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7月のアルミレポート及び8月の見通し 

橋本アルミ（株）橋本健一郎 

■概況 

前半は、5月に発動されたルーサルへの制裁に伴う

供給不安、米ダウが米企業の好業績期待から上昇した

ことなどのプラス材料もあったが、中国商務省が米国

が追加関税の対象となる2,000億ドル（約22兆2,000億

円）相当の中国製品のリストを公表したことを受け、

「必要な報復措置を取る」とする声明を発表したこ

と、英国のEU離脱期限の来年の3月29日を前に担当閣

僚が2人もやめるなど混乱していることなどを嫌気し

ＤＯＷＮ。 

7月15日時点で2,102ドル（セツル）と月初価格から

51ドルＤＯＷＮの前半締めとなった。 

後半は米財務長官が金曜夜、対ルサール制裁解除に

向けてオープンに構えるとの発言などのプラス材料も

あったが、トランプ大統領によるFRBへの介入発言、

米国の輸入自動車関税25%賦課が年内にも発動すると

のニュースなどを嫌気しＤＯＷＮ。 

8月3日現在ＬＭＥ（セツル）2,023ドルと後半ス

タート価格から107ドルＤＯＷＮしてのスタートと

なった。 

■前月の経済指標 

◆月間のドル/円レート（ＴＴＳ） 

110.88→111.03（円） 

◆自動車生産台数 

日本自動車工業会によると自動車生産台数は前年

比＋4.6％の72万5,216台であった。 

◆自動車販売台数 

日本自動車販売協会連合会によると自動車販売台数

（軽除く）は前年比＋1.2％の28万1,876台。 

 

自動車生産台数実績 

自動車販売台数推移 

新設住宅着工件数推移  

国土交通省統計によると新設住宅着工戸数は前年

比－7.1%の8万1275戸であった。 

【次頁へ続く】 

予 想 レ ン ジ  
ＬＭＥ現物後場買い 2,000－2,200ドル ☁弱い 

スクラップ  －5～10円  ☂弱い 

   （前月最終価格より） 

為替   110～112円  ☂変わらず 

   （１か月間ＴＴＭ） 

出展  ＭＩＲＵ 

出典 日本自動車販売協会連合会 

出典 国土交通省統計 
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◆貿易指標 

輸出 

財務省貿易統計によれば輸出はアルミ新地金が前年

比＋711.3％の668ｔ、2次合金が－29.1％の1,686ｔ、スク

ラップが－25％の8,485ｔ、アルミ缶が＋5％の6,128ｔ。 

輸出推移 

輸入 

輸入は新地金が前年比＋11.9％の15万8,708ｔ、二次

合金が－18.3％の9万4,415ｔ、スクラップが＋122.8％

の1,103ｔ、合金スクラップは－2.8％の3,268ｔ。 

輸入推移 

■前月の国内指標 

日本アルミニウム協会発表の圧延品の生産出荷動向

によれば板類・押出生産合計は前年比－4.2％、17万

6,923ｔ、6カ月連続マイナス。 

 

日本アルミニウム合金協会発表のアルミニウム２次

合金、同合金地金等生産実績は前年比＋5.6％の7万

392ｔであった。 

■概況 

【自動車】 

５月の四輪車生産台数は72万5,216台で、前年同月

比＋4.6％となり３カ月連続増加。輸出は41万2,156台

で前年同月比－3.1％。 

【販売】 

７ 月 の 国 内 自 動 車 販 売 台 数（軽 は 除 く）は28万

1,876台で前年比＋1.2％。１カ月ぶり増加。 

内乗用車＋1.6％、貨物－0.2％、バス－33％。 

【住宅】 

・平成30年6月の住宅着工戸数は81,275戸で、前年

同月比で7.1％減となった。また、季節調整済年率換

算値では91.5万戸（前月比8.2％減）となった。 

・住宅着工の動向については、前年同月比で３か月

ぶりの減少となっており、利用関係別にみると、前年

同月比で持家、貸家、分譲住宅ともに減となった。 

・引き続き、今後の動向をしっかりと注視していく

必要がある。 

【アルミ圧延・押出品生産数】 

日本アルミニウム協会発表の圧延品の生産出荷動向

によれば板類・押出生産合計は前年比－4.2％、17万

6,923ｔ、6カ月連続マイナス。 

【板類】 

生産・出荷共に６カ月マイナス。 

（1）缶材35,157㌧(▲16.8%) 

ビール系飲料の低調に加え、ボトル缶も落ち込んで

おり、5ヶ月連続でマイナス。 

出典 財務省貿易統計  

出典 財務省 貿易統計 

光ファイバテープ心線用被覆除去器 RS03 

出典 日本アルミニウム合金協会 
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（2）自動車15,400㌧(1.1%) 

乗用車向けの需要増により、5ヶ月連続でプラス。 

（3）輸出16,339㌧(▲9.3%) 

6ヶ月連続でマイナス（財務省貿易統計による5月の

米国向け輸出：1,876㌧、前年同月比：▲1.1%）。 

【押出類】 

生産、出荷ともに3ヶ月ぶりにマイナス。 

建設39,047㌧(▲2.2%)。3ヶ月ぶりにマイナスとなっ

たが、先月のプラス幅が比較的高かった（＋4.8%）こ

とによる反動減によるもの。 

自動車12,182㌧(▲3.0%)。トラック向けの減少によ

り、5ヶ月ぶりにマイナス。 

【アルミニウム２次合金 同合金地金等生産実績】 

前年比+5.6％、7万392ｔ、９カ月連続プラス。 

出荷は+2.7%、7万331ｔ、９カ月連続プラス。 

内出荷先 

鋳物＋3.1％、ダイカスト+1.3％、板1.6％、押出＋1.9％、

鉄鋼＋23.7％、合金地金メーカー、－2.2％。 

【輸出】 

アルミ新地金が前年比＋711.3％の668ｔ。 

二次合金が－29.1％の1,686ｔ。 

スクラップが－25％の8,485t。 

アルミ缶が＋5％の6,128ｔ。 

【輸入】 

アルミ新地金が前年比＋11.9％の15万8,708t。 

二次合金が－18.3％の9万4,415t。 

スクラップが＋122.8％の1,103t。 

合金スクラップが－2.8％の3,268t。 

【見通し】 

・自 動 車 は 生 産 が ＋4.6%。国 内 販 売 台 数 が 前 年

比＋1.2%。 

生産が３カ月連続プラス、販売が３カ月振りプラス。 

販売増が継続するかどうか今後に注目。 

・住宅着工の動向については、前年同月比で－7.1％

と３か月ぶり大幅マイナス。 

大幅減が続くのか今後の動向に注目。 

・アルミ圧延・押出品生産数は板類・押出生産合計

は前年比－4.2％、６カ月連続マイナス。 

今後更にマイナスが続くかの動向に注目。 

【アルミニウム２次合金 同合金地金等生産実績】 

前年比+5.6％、7万392ｔ、９カ月連続プラス。 

出荷は+2.7%、7万331ｔ、９カ月連続プラス。 

今後もプラスが続くか注目。 

・アルミ輸出は地金がアメリカの輸入規制に伴う地

金高思惑を受けて大幅増加。 

スクラップは価格急落による塩漬け玉状態で減少。

アルミ缶は内需の荷余り感から増加。 

・アルミ輸入は地金、スクラップが中国塊の割安感

から増加。合金系は減少。 

【スクラップ需給予想】 

流通在庫は前月に続き中国塊の下落を受けてスク

ラップも連れて下落しており、売り玉が多いものの買

い手は少なく飽和状態。 

需要面に関しては前月に続き自動車の販売が低迷し

いていること、輸入地金の下落、夏季休業を受けて荷

余り状態になるのではないか？ 

【価格・為替予想】 

今月は米貿易戦争と対ルサール制裁の動向に左右

される。 

米貿易戦争に関しては中国商務部が「米国の貿易に

関する脅し、いじめは理解できず報復措置を取らざる

を得ないとの発表！トランプ米大統領も７月に公表し

ていた2,000億ドル分の中国製品を対象とした対中制

裁の関税率を当初の10％から25％に引き上げるよう米

通商代表部（ＵＳＴＲ）に指示するなど貿易戦争の長

期化の様相。 

対ルサール制裁の動向に関しては米財務長官が金曜

夜、対ルサール制裁解除に向けてオープンに構えると

の発言したことから緩和に向かうのではないか。 

これらを踏まえた８月のアルミ価格は、米貿易戦争

で両国間で歩み寄りが見られ、対ルサール制裁解除が

決裂した場合2,200ドル付近。 

両条件が揃わなかった場合現状から2,000ドル付近

まで下落するとの予想。 

為 替 は、上記 材 料 から ド ル 円値 は110円 ～112円

（ＴＴＭ）台を予測。 

スクラップ購買価格に関しては－５～10円程度と予

測している。 
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 10日入電の海外相場は、LME

（ロンドン金属取引所）銅相場の

直物前場売値が、前日の6,113.00

ドルより134.00ドル高の6,247.00ドル。この日の直物

後場買値は、前日の6,139.00ドルより61.00ドル高の

6,200.00ド ル。カー ブ取引 は前日 の6,172.00ド ル～

6,173.00ド ル よ り52.00ド ル 高 の6,224.00ド ル ～

6,225.00ドル。COMEX（ニューヨーク商品取引所）

の銅相場（8月限）は、前日の274.05セントより1.50

セント高の275.55セント。SHFE（上海先物取引所）

の銅相場（8月限）は、前日の4万9,440元より160元高

の4万9,600元。 

10日の東京為替市場TTSレートは、前日の111.91円

より0.01円の円安ドル高の1ドル＝111.92円。NYカー

ブLME先物比は27.50ドル安。10日に入電したLME銅

相場のセツルメントは6,247.00ドル。この値と10日の

東京外国為替市場USドルTTSレートから計算した国内

採算値は、前日の72万4,000円より1万5,000円高の73

万9,000円。この日、電気銅建値は72万円に据え置か

れた。 

為替動向 

10日午前の東京外国為替市場で、円相場は1ドル＝

111円を挟む取引となった。午前9時の気配値は1ドル

＝111.08円～111.11円、前日の17時時点に比べ0.04円

の円安・ドル高。 

9日のロンドン外国為替市場、現地16時時点は前日

から横ばいの1ドル＝110.90円～111.00円だった。 

同日のニューヨーク外国為替市場は、前日比0.11円

の円安・ドル高、1ドル＝111.01円～111.11円で取引

を終了した。 

米国が制裁を含む厳しい姿勢を打ち出しているロシ

アやトルコといった新興国通貨が対ドルで下落する

中、ドル円の取引にも波及した。７月の卸売物価指数

（PPI）が市場予想を下回ったことから、円買い・ド

ル売りが一時先行したものの、その後は新興国通貨安

を手掛かりとしてドルが買われた。一方、米長期金利

が下落したことで、日米金利差の縮小観測も浮上し、

円の下値は限定的だった。ニューヨーク市場のドル円

レートのレンジは、110.86円～111.16円だった。 

週末を控えた午前の東京市場では、ニューヨーク市

場の流れを受けた円売り・ドル買いが先行。一方、

111.10円台の水準では円の買い戻しが出て、円相場は

再び110円台に入った。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感（単位は千円） 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平均

的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が587～592、上銅新のうちタフピッチや無

酸素銅などは568～573、並銅は507～512、込銅（高

品位＝約97％）は467、セパは455～460。コーペル

は要り用筋で446、それ以外は438ほど。黄銅削粉も

同様に要り用筋441、それ以外424～449どころの値

頃。並青銅鋳物削粉は440～445どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が590～

595、上銅新くずが557～577、普通上銅が524～

534、2号銅線が530～540、並銅が495～496、込銅

(90-93％)が454～421、下銅が300～350、セパが

422～432、コーペルが378～418、黄銅棒地が434

～439、黄銅削粉が382～429、黄銅ラジが333～

341、交叉ラジが320～331、黄銅銅鋳物が358～

365、送りが190～205、上青銅鋳物が450～466、

並青銅鋳物が442～455、上青銅鋳物削粉が447～

466、並青銅鋳物削粉が440～444どころ。 

8月6日～8月10日 

4,300

4,350

4,400

4,450

4,500 金山元建値週間推移

前月平均

56,000

56,500

57,000

57,500

58,000
銀山元建値週間推移

前月平均

8/6 8/7 8/8 8/9 8/10

4,369 4,354 4,369 4,350 4,353

8/6 8/7 8/8 8/9 8/10

56,610 56,180 56,530 56,440 - 
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10日入電の海外相場は、銅の直物が、LME（ロンド

ン金属取引所）の公式値ベースで、前日の6,112.75ド

ルより133.75ドル高の6,246.50ドル。3か月物も、前

日の6,142.00ドルより128.25ドル高の6,270.25ドル。

LME公認倉庫の銅在庫量は、前日の24万9,000トンよ

り 約3,000ト ン 増 の お よ そ25万3,000ト ン。COMEX

（ニューヨーク商品取引所）の銅相場（8月限）は、

前日の274.05セントより1.50セント高の275.55セン

ト。カーブ取引は、前日の6,172.00ドル～6,173.00ド

ル よ り52.00ド ル 高の6,224.00ド ル ～6,225.00ド ル。

SHFE（上海先物取引所）の銅相場（8月限）は、前日

の4万9,440元より160元高の4万9,600元。 

9日に公表された中国の消費者物価指数は市場予想が

前回発表から横ばいの1.9％だったが、これを0.2ポイン

ト上回る2.1％となった。これを受け資材関連に広く買

いが入った。LME銅は公式値ベースでおよそ2％高。 

錫は下落 

LME錫相場の直物は、横ばいの1万9,645.00ドル。3

か月物も、前日の1万9,692.50ドルより132.50ドル安

の1万9,560.00ドル。 

鉛は続伸 

LME鉛相場の直物は、前日の2,130.50ドルより5.75

ドル高の2,136.25ドル。3か月物も、前日の2,145.00ド

ルより10.00ドル高の2,155.00ドル。 

亜鉛も続伸 

LME亜鉛相場の直物は、前日の2,655.50ドルより

28.50ド ル 高 の2,684.00ド ル。3か 月 物 も、前 日 の

2,619.50ドルより33.00ドル高の2,652.50ドル。 

アルミは急伸、およそ5％高 アルミ合金はまちまち 

北米特殊アルミ合金は続伸 

LMEアルミ相場の直物は、前日の2,021.50ドルより

96.00ド ル 高 の2,117.50ド ル。3か 月 物 も、前 日 の

2,044.50ドルより92.50ドル高の2,137.00ドル。前日比

およそ5％高の急騰。LMEアルミ合金相場の直物は、

前日の1,650.50ドルより2.00ドル高の1,652.50ドル。3

か月物は、横ばいの1,700.00ドル。LME北米特殊アル

ミ合金相場の直物は、前日の1,630.00ドルより5.00ド

ル高の1,635.00ドル。3か月物も、前日の1,665.00ドル

より5.00ドル高の1,670.00ドル。LME公認倉庫のアル

ミニウム在庫量は、前日のおよそ116万3,000トンより

約9,000トン減のおよそ115万4,000トン。 

3月英国で起きた元情報機関職員の暗殺未遂事件で

ロシア政府が化学兵器を使ったと米国が断定、対露経

済制裁の姿勢を硬化させており、ロシアのアルミ大手

ルサールが9月にも一部生産を停止すると見解が出始

めた。また、米国アルミ大手のアルコアが運営する

オーストラリアのアルミナ精錬所はストに入ってお

り、今年アルミの供給不足は50万トンに達するとの見

方も出ている。アルコアのアルミナ供給量は世界のお

よそ8％。 

ニッケルは続伸 

LMEニッケル相場の直物は、前日の13,917.50ドル

より140.00ドル高の14,057.50ドル。3か月物も、前日

の13,960.00ドルより145.00ドル高の14,105.00ドル。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 

1トン程度･置場･現金･キロ当たり円 

関東地区(8月前半) 

2S＝197円～205円､63S＝194円～198円､アルミ

ホイール(1P)＝189円～194円､ビス付サッシ＝

143円～147円､エンジンコロ＝149円～151円､込

合金(機械鋳物)＝145円～147円､缶プレス(ソフ

ト)＝112円～127円。 

関西地区(8月前半) 

2S=192円～200円､63S=190円～194円､52S=202

円～206円､印刷版=195円～200円､アルミホイー

ル(１P)=178円～183円､ベースメタル=202円～

207円､機械鋳物=149円～154円､ダライ粉=124円

～126円､ビス付サッシ=144円～149円､缶プレス

=130円～135円。 

LME銅は反発 中国消費者物価指数の市場予想を上回る結果を反映 
カーブ取引も反発 COMEX銅相場も反発 SHFE銅相場は続伸 
LME非鉄相場は概ね堅調 錫は反落 
アルミはおよそ5％高の急伸、供給不足への懸念が再燃 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公式値 6,246.50 19,645.00 2,136.25 2,684.00 2,117.50 1,652.50 1,635.00 14,057.50

前営業日比 133.75 ▲ 105.00 5.75 28.50 96.00 2.00 5.00 140.00

公式値 6,270.25 19,560.00 2,155.00 2,652.50 2,137.00 1,700.00 1,670.00 14,105.00

前営業日比 128.25 ▲ 132.50 10.00 33.00 92.50 0.00 5.00 145.00

LME公式値（単位：ドル）／8月9日（現地）

直物

先物
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入電 ・ 現地 8月9日）

フリー・マーケット

■米国生産者価格

銅(セント/ポンド） 　

銀(セント/オンス)ＨＨ社 1545.1

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.4 ～ 257.4

買 売　 買 売　 ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 ～ 357.35

銅ＡＧ       ■ロンドン相場（ドル）

現   物 6246.0 6247.0 6200.0 6205.0 金（オンス） 1214.4

前日比 134.0 61.0  アンチモン99.6％（トン) 7900 ― 8100

先   物 6270.0 6270.5 6225.0 6230.0 ビスマス99.99％(ポンド) 4.80 ― 5.00

出来高 117,487 カドミウム99.99％(ポンド) 1.40 ― 1.45

錫ＨＧ インジウム99.97％(キロ) 275 ― 290

現   物 19640.0 19650.0 19615.0 19665.0 セレニウム99.5％(ポンド) 18.60 ― 19.50

前日比 ▲ 125.0 0.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 7.30 ― 8.00

先   物 19550.0 19570.0 19550.0 19600.0 フェロモリブデン欧州産(キロ) 26.80 ― 27.60

出来高 4,002 コバルトカソード99.8％(ポンド) 35.50 ― 37.00

鉛 　 マグネシウム中国産99.9％(トン) 2400 ― 2600

現   物 2136.0 2136.5 2110.0 2112.0 タングステンAPT(MTU単位) 330 ― 340

前日比 5.5 ▲ 5.5 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 90 ― 100

先   物 2154.0 2156.0 2128.0 2130.0 ■ＫＬＴＭ錫（Ｍドル／キロ、出来高トン）

出来高 45,377 （9日） （10日）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 相   場 80.01 79.76

現   物 2683.5 2684.5 2663.5 2665.5 出来高 14 43

前日比 28.5 12.0 ドル建て価格 19650 19550

先   物 2652.0 2653.0 2635.0 2637.0  ＯＤレート 3.7600 3.7600

出来高 122,172 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.0716 4.0795

アルミＨＧ 　 採算円／キロ 2386  2379

現   物 2117.0 2118.0 2092.5 2094.5  US$採算円／キロ 2204 2193

前日比 96.0 13.5 ＬＭＥ在庫（トン） 在庫 増減

先   物 2136.0 2138.0 2108.0 2110.0 銅 252,625 3,475

出来高 261,786 錫 2,835 0

アルミ合金 　 鉛 123,575 ▲ 1,550

現   物 1650.0 1655.0 1692.5 1702.5  亜鉛 231,125 ▲ 775

前日比 4.0 1.0 アルミ 1,154,050 ▲ 8,700

先   物 1695.0 1705.0 1695.0 1705.0 アルミ合金 13,000 0

出来高 144 北米特殊ＡＬ合金 155,600 ▲ 280

北米特殊アルミ合金  ニッケル 249,720 ▲ 828

現   物 1630.0 1640.0 1633.5 1643.5  コメックス銅在庫（トン） 200,039 ▲ 681

前日比 5.0 ▲ 13.5 上海在庫（トン） 銅 192,817 ▲ 4,251

出来高 945 (8／3 現在） アルミ 905,924 747

ニッケル 亜鉛 48,534 399

現   物 14055.0 14060.0 13870.0 13895.0 鉛 12,841 694

前日比 140.0 ▲ 20.0 ＮＹカーブ 銅 6197.00 ～ 6198.00 25.50

先   物 14100.0 14110.0 13950.0 13975.0 アルミ 2068.00 ～ 2069.00 ▲ 47.50

出来高 73,972

ＮＹコメックス相場 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 8月限 49600 14605 21885 18410

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム 9月限 49620 14675 21735 18425

8月限 275.55 1211.9 1541.9 829.3 906.40 前 日 比 160 270 ▲ 20 55

9月限 276.55 1213.0 1546.2 832.1 898.40 出 来 高 29110 21580 8850 930

10月限 277.25 1215.1 1549.5 834.1 896.90

11月限 277.95 - - - -

12月限 278.65 1219.9 1556.1 - 896.00

前 日 比 1.50 ▲ 0.7 4.3 4.6 12.00

出 来 高 152,693 225,735 76,577 - 6,401

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートにて換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 16.54

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 6247 19650 2137 2685 2118 14060 276 49600 14605 21885 18410

111.92 6285 2399 276 340 249 1774 724 820 242 362 305

+0.01 + 5563 - 14 + 1 + 3 + 11 + 15 + 3 - 3 + 2 - 3 - 1 

セツルメント＝現物・前場・売

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン

　

（8月10日

元・円（前日）＝

※11日～16日入電の海外非鉄金属相場は本紙20日付に掲載いたします。



日刊金属 平成30年8月17日(金） （11） (第三種郵便物認可） 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 

銅小板2.0ミリ  940  980 亜鉛板0.3×3×7  620  620 

建築用0.3ミリ  950  990 印刷用亜鉛板トッパン用  800  800 

銅大板2×1×2  1110  1180 給水管13ミリ  310  310 

銅管(ベース)  1140  1160 鉛板1.5ミリ  340  340 

水道用管(m当たり)13ミリ  810  840 鉛線3ミリ  465  475 

銅棒25ミリ  920  970 軽圧品(仲値) 大阪 東京 

銅条1.5×100  930  970 アルミ箔0.007ミリ  945  1005 

銅線0.9ミリ  1000  1040 　〃　小板1ミリ  520  510 

銅帯6×50  920  980 　〃　大板1ミリ  510  500 

銅平角線  1200  1210 　〃　5052板  650  550 

黄銅小板2.0ミリ  810  840 　〃　5083板  665  565 

　　〃　0.3ミリ  835  855 　〃　2017板  1035  925 

黄銅大板2×1×2  990  1050 　〃　線3ミリ  645  560 

黄銅管  1370  1330 　〃　快削棒25ミリ  785  780 

復水器用黄銅管  1355  1375 　〃　合金棒25ミリ(17S)  790  760 

黄銅棒快削25ミリ  670  690 　〃　合金棒25ミリ(56S)  770  720 

六角棒  700  720 

四角棒  730  750 貴金属(一般小口向け)

鍛造用  710  730 白金(グラム)

ネーバル  810  830 パラジウム(グラム)

高力  810  830 金(グラム) 合金鉄 6月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1025  1075 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  144 

黄銅平角線ロール仕上  1230  1290 　　　〃　　　その他  174 

黄銅条1.5×100  800  835 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  164 

リン青銅板一般用1.0ミリ  1860  1840 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  154.8 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  2080  2050 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  2038 

リン青銅棒25ミリ  2120  2130 タンタル フェロバナジウム  5764 

リン青銅線3ミリ  2280  2260 マグネシウム フェロニッケル33％未満  404.5 

洋白板一般用1.0ミリ  2730  2680 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  2920  2880 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 東京 

1種　 BC　1種　  795 ー　

2種　 2種　  965 ー　

3種　 3種　  1010 ー　

4種　 6種　  855 ー　

5種　 7種　  885 ー　

7種　 YBSC　3種　  705 ー　

8種　 LBC　3種　  975 ー　

9種　 PBC　2種　  1030 ー　

◎ 62420 

（8月10日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◎ 3315 

 3574 

◎ 4727 

 10264 

 34161 

8月1日改定 8月1日発表

 2725 

6月通関（CIF）

 253 

 2210 

 58345 

 258 

 2275 

 2195 

 895 

 805 

 725 

 2575 

 2650 



日刊金属 平成30年8月17日(金) （12） (第三種郵便物認可） 

山元建値　 電気銅 720(8) 金 4353(10)

（）実施日　 電気鉛 301(1) 銀 56,440(9)

電気亜鉛 340(7) 錫(99.99％) 3,650(1)

キロ当たり円

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  642  639 電 気 銅 ◎ 695 ◎ 690 ◎ 697 ◎ 692 

2 号 銅 線  582 電 気 亜 鉛  322  317  322  317 

上 銅 ( 新 切 )  614  613 蒸 留 亜 鉛  313  308  313  308 

雑 ナ ゲ ッ ト  552  554 ダ イ カ スト 亜鉛 2種  262  256  262  256 

並 銅  563  561 再 生 亜 鉛 (98 ％ )  232  227  232  227 

下 銅  536  532 電 気 鉛  299  294  299  294 

銅 削 粉  539  536 再 生 鉛 1 号  279  272  279  272 

銅 さ い (30 ％ )  25  25 再 生 鉛 3 号  282  267  282  267 

新 切 黄 銅 セ パ  463  479 錫 1 号  2350  2300  2350  2300 

コ ー ペ ル  439  449 ア ン チ モ ン  1080  1030  1080  1030 

黄 銅 棒 地  441  446 ニッケル (メッキ用 )  1750  1700  1750  1700 

黄 銅 削 粉  435  442 コ バ ル ト  9700  9400  9700  9400 

並 黄 銅  428  431 セ レ ニ ウ ム  4200  4000  4200  4000 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  324  322 ビ ス マ ス  1400  1300  1400  1300 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  369  354 カ ド ミ ウ ム  500  450  500  450 

黄 銅 鋳 物  430 水 銀  1800  1700  1800  1700 

山 送 り  213 ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◎ 268 ◎ 264 ◎ 270 ◎ 266 

上 青 銅 鋳 物  503 ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  212  207  212  207 

並 青 銅 鋳 物  489  490 〃 90 ％  205  200  205  200 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  494  484 アルミ二次合金ADC12  319  314  322  317 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  481  474 鋳 物 用 C2BS  344  339  346  341 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 )  636 青 銅 合 金 地 金 3 種  985  975  1020  1010 

〃 ( 鋳 物 )  619 〃 6種  855  845  865  855 

リ ン 青 銅 削 粉  520  516 ハ ン ダ 錫 60 ％  1885  1845  1910  1880 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  540  524 〃 50 ％  1665  1615  1690  1660 

新 切 亜 鉛  154  154 〃 40 ％  1505  1445  1465  1435 

ダ イ カ ス ト く ず  129  129 減 摩 合 金 2 種  2635  2605  2640  2610 

亜 鉛 ド ロ ス  134  124 〃 4 種  2260  2235  2265  2235 

上 鉛  110  108 〃 7 種  865  815  865  815 

電 池 巣 鉛 ケ ー ス 込  40  37 ス テ ン レ ス ・ 特 金  60  65 

活 字 鉛  105  102  45  50 

新 切 ア ル ミ 1 級  163  166  18  18 

新 切 サ ッ シ 1 級  164  167  130  130 

新 切 合 金 1 級  154  157  ―　  ―　 

機 械 鋳 物 1 級  117  117 

ビ ス 付 サ ッ シ P  103  106 

合 金 削 粉 P  94  94 

込 ガ ラ P  84  86 

カ ン ・ バ ラ  77  81 

〃　ダライ粉　

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切　

〃　　ダライ粉　

13クローム　新切　

ハイス　　9種　

◎上げ　◆下げ (8月10日調べ) インジウム大口(99.99％) 42,000 ～ 46,000(1)

大　阪 東　京


